
KK（高知県工業会）ホットコーナー 
                    2017年8月号（３P版）  

 今年の意見交換は売り手市場という状況もあり、企業にお
ける福利厚生に関する話題に集中しました。また、下表から
工業高校4校の県内就職率の平均値（42%）は27年度より
7％低下し、全高校よりも約20%低くなりました。 
 

◇参加機関 
室戸高校、安芸桜ヶ丘高校、高知東工業高校、高知工業高校、須崎
工業高校、宿毛工業高校、ポリテクカレッジ高知、高知高専、高知工科
大、県教委高等学校課、県商工政策課 

 H2８年度 工業高校4校の県内就職率（各高校の提出資料より作成）  

 県職業能力開発協会と共催で開催。高知工業高校の先生方と、
以下の事項を中心にして活発な意見交換を行いました。この場でも、
福利厚生関連について学校側から直球勝負の質問がありました。  
 

  ・ 近年改善した福利厚生 
  ・ 取組まれている働き方改革 
   ・ 有給休暇の取得率 等 

 今後の施策展開として、以下の３テーマについて意見交換を行い
ました。また、その後の懇親会にて交流をさらに深めました。 
 平成27年3月の協定締結から２年余り。３者がより連携を深め、
具体的且つ着実に各種の事業を展開してきました。今回の意見交換
会では改めて連携の度合いを実感するとともに、今後への進展に期待
がもてる意見交換会となりました。 
 

  ①経営力の強化 
  ②人材の育成と確保  
  ③生産性の向上のためのIoT技術の導入・機械化などの推進と 
   海外展開の推進 
 

 参加者 高知県20名 産業振興センター15名 工業会32名 

   7/２８ 工業会・高知県・産業振興センター 意見交換会を開催（総務委員会）  

  県内就職率の向上をめざして（人材確保委員会） 

●7/7 工業系高校および大学等と意見交換会 

●7/10  高知工業高等高校と意見交換会 

  県内就職者数(人） 県内就職率（％） 
全高校の 
県内就職率 

 

60.9% 

高知東工業高校 33 45.2  

高知工業高校 70 44.0  

須崎工業高校 34 39.5  

宿毛工業高校 27 39.1  工業会 

高知工業高校 

 意見交換会の会場風景（高知会館） 

◇参加機関： 
委員会企業他、県職業能力開発協会・県教委高等学校課・県商工政策課 

工業会 

県・産振センター 



編集後記：人手不足、売り手市場、さらに高知県は完全雇用状態であるとも言われ、人
材の確保は厳しい状況。工業高校の県内就職率の低下、さらに高専のそれは7%。県外
企業の攻勢はすさまじいものを感じますが、めげずに学校との交流は続けていきます。意見交
換会は説明会にならないようにと事前に入念に打合せをしていましたが実際は？ それはそれ

として、3者協定が工業会の活動のなかに浸透していることが実感できます。（にしうち） 

●第十さんが３連覇！ 
 競技会は５月２７日に実施し、総合審査会を経て、以
下の方々が表彰されました。 
 今年の注目は、第十忍氏が被覆アーク溶接の部で３連
覇を達成したことと、㈱エスイージーの健闘が光った競
技会となりました。 
 なお、各部門１位の方は10月に神奈川県で開かれる全
国大会に出場します。 

● 7/28 平成29年度 高知県溶接技術コンクール表彰式を開催 

夏 これからが本番 
 
  
 

 ご自愛ください！  

○被覆アーク溶接の部 （参加者：4名/2社、１学校） 
  第１位 第十  忍   第十工業㈱  
  第２位 宗石 有平  高知高等技術学校 溶接科 
 
○炭酸ガスアーク溶接の部 （参加者：26名/11社、1学校） 
  第１位 澤田 将矢   ㈱エスイージー 
  第２位 中平 直人   三洋工業㈱ 
  第３位 岩﨑  巧   ㈱一宮鉄工所 
  優秀賞 向井 謙太   将生工業 
  優秀賞 上池 雄也   ㈱エスイージー 
  優秀賞 有瀬 俊康   ㈲宮﨑ウェルディング 
  優秀賞 小原 一訓   ㈱垣内           ※７名が会員企業 

炭酸ガスアーク溶接の部 第１位  
澤田 将矢 さん（左） 

●特別セミナーのお知らせ  
主催 総務委員会 

日時 講座名 

9/15 
 (金） 

AM  営業の基本 

PM  雇用・人事評価・人の活かし方 

9/22 
 (金） 

AM  決算書の読み方 

PM  事業計画書の作り方 

 ・定員 各講座10名 

 ・講師 NPO法人こうち企業支援センター経営コンサルタント 
 ※なお、受講する講座は選択できます。 
   改めて正式にご案内いたします。 

●そもそもの3社の集まりは・・・ 
「異業種交流会での話題というと、昨今の経営環境を嘆くグチば
かり。そんな状況に嫌気がさしたときに、いろいろ話をするように
なったのが今野社長でした」（西川精機製作所 西川社長） 
 

○今野製作所（30名）   東京都足立区 
○西川精機製作所（9名）  〃  江戸川区 
○エー・アイ・エス（18名）   〃  江戸川区 
                     注）カッコの従業員数はH28年 

●8/30 IoT特別講演について補足 
   → 次ページの案内チラシをご覧ください！ 

●７月１１日  

第2回 人材育成委員会 
●７月１２日  

第2回  産業間連携委員会 

●中核人材の育成については、経
営と技術の2分野に。 
 

（経営）土佐MBA 
（技術）ものづくり人材育成 
    研究会 
    （産振センター） 
→5/17西南工業団地視察。 
6社から課長クラス10名参加 

●中城新委員長の初の委員会を
開催。委員長のカラーも出して本
年度の方針は、 
・県内の情報系企業と連携し、 
・ITやIoTの手法を積極的に導 
 入して、 
・１次産業の生産性向上を推 
 進する。 
 

●７月27日  

受注拡大委員会 

●I工場のIT化セミナー開催 
生産管理システムの構築を 

 めざして   
四国スッピル工業㈲さんにおいてセ
ミナーを開催。３社から４名、県か
らも２名が参加。 
 

講師：高知県よろず支援拠点 
    中村 州男 氏 




